
評価 １学期～２学期中間 ２学期期末～３学期末 １学期～２学期中間 ２学期期末～３学期末 １学期～２学期中間 ２学期期末～３学期末

◆ 定期考査（筆記）

◇ 英単コンクール

◆ 日々の課題

◇ 音読活動

目標 wpm (読書速度)

◆ 定期考査（リスニング）

◇ リスニング活動

◆ ALTとのやりとり

◇ 音読活動

◆ 定期考査（筆記）

◇ 英単コンクール

◆ AnAn（例文暗唱）

◇ 英作文

◆ AnAn（例文暗唱）

◇ ALTとのやりとり

◆ ディベート

◇ ディスカッション

◆ スピーチ

◇ プレゼンテーション

150 wpm

「
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」 ◎ 前もって発話することを用意した上
で、自分の将来や夢・希望、自分の気持
ちなどについてスピーチすることができ
る。

◎ 日常的な話題について、基本的な語
句や文を用いて、情報や考え、気持ちな
どを論理の構成や展開を工夫して伝え
ることができる。

◎ある話題について、読んだり聞いたり
したことをもとに、発表に必要な語彙や
表現、発話の仕方を工夫して発表するこ
とができる。

◎ 前もって発話することを用意した上
で、情報や考え、自分の気持ちなどをプ
レゼンテーションすることができる。

◎ 社会的な話題について、聞いたり読
んだりしたことを活用しながら自分の考
えを論理の構成や展開を工夫して伝え
ることができる。

◎相手が話した内容について、質疑応
答をしたり、意見や感想を述べ合ったり
することができる。

 
話
す
こ
と

[

発
表

]

◎ 相手の意見をしっかりと聞き、相づち
を打ったりしながら、自分の考えを主張
し、ディスカッションすることができる。

◎ 教科書の本文に関する口頭質問に
ついて、文レベルでゆっくりと答えること
ができる。

◎ 日常の出来事について英単コンクー
ルで学んだ英単語や辞書を用いて、短い
文章を書くことができる。

◎ 主題を含む序論、根拠や具体例、理
由を含む本論、文全体の要約をする結
論を含む複数の段落からなる英作文を
書くことができる。

◎ 日常的なことや自分のことについて、
基本的な語句や文を用いて、スピーチや
プレゼンテーションの原稿を書くことがで
きる。

◎ ３０語～５０語程度のまとまりのある
文を書くことができる。

◎ 挨拶や自己紹介（趣味や特技）など基
本的な語句や表現を使って、短い文章を
話すことができる。

◎ 基本的な語句や表現を用いて、ALTと
日常的な挨拶や会話を行うことができ
る。
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◎ 事前準備をした上で、話題に対し賛
成か反対の立場に立って自分の意見や
考えを理由とともに主張し、ディベートを
することができる。

◎ ディスカッションにおいて、自分と相
手の意見や観点を比較・対照させなが
ら、意見を主張することができる。

◎ ディベートにおいて、あるテーマに関
して重要性が高い根拠やデータを引用
しながら、自分の意見を主張することが
できる。

◎あるテーマに関して、聞き手を説得で
きるような複数の資料を準備して、それ
らを有効的に活用しながら、ディベートす
ることができる。

◎ 社会性や専門性の高い話題につい
て、聞き手を説得できるよう自分の立場
を明らかにしながら論理的に話すことが
できる。

◎ある話題について、前もって発話する
ことを用意した上で、情報や考え、気持ち
を理由や根拠とともに詳しくスピーチす
ることができる。

◎ アイコンタクトやジェスチャーを交え
て、その場の状況に合わせながら、流暢
に英語でスピーチすることができる。

◎日常的・社会的な話題について、自分
の考えや気持ちを理由や根拠とともに発
表し、質疑応答することができる。

◎口頭のみの発表、視覚資料を使った
発表、ポスターセッションなど、多様な形
態でのプレゼンテーションができる。

◎アイコンタクトやジェスチャーを交えな
がら、新情報を相手にわかりやすく伝え
るプレゼンテーションができる。

◎相手と状況に応じて、発表内容や発
表の方法を工夫し、相手を引き付けるよ
うな発表をすることができる。

◎ 課題解決する際、相手から得た情報
から、相手の意向を理解して、自分自身
の要望を伝え、互いが納得する解決策を
導き出すことができる。

◎あるテーマに関して、グループ内でや
り取りした内容を整理して発表したり、
比較・検討してさらに感想や考えを述べ
ることができる。

◎ 相手の意向を理解しながら、自分自
身の気持ちや考えを伝え、話題を発展さ
せながら即興でやり取りをすることがで
きる。

◎ ５０語～７０語程度のまとまりのある
文を書くことができる。

◎ ７０語～９０語程度のまとまりのある
文を書くことができる。

◎ ９０語～１１０語程度のまとまりのある
文を書くことができる。

◎ １００語～１２０語程度のまとまりのあ
る文を書くことができる。

◎ １００語～１２０語程度のまとまりのあ
る文を書くことができる。

◎ 理由や根拠の適切さを精査して、論
理性を高めるための準備を行い、まとま
りのある英作文を書くことができる。

◎ 社会性や専門性の高い話題につい
て、読み手を説得できるよう自分の立場
を明らかにしながら論理的に書くことがで
きる。

◎ ある程度まとまりのある文章における
音の強弱・脱落・連結を意識して聞き、
大まかな内容を理解することができる。

◎ 対話やスピーチの文を２回程度聞い
て、大まかな内容を聞き取ることができ
る。

◎ 説明文や討論などといった文の内容
を聞いて、細部を理解することができる。

◎ ニュースや講演、インタビューといった
多様な形態の状況から、メモを取りなが
ら情報を聞き取ることができる。

◎ 共通テストレベルのリスニング問題を
７割程度正答できる。

１学年 ２学年
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◎ 日常生活の身近な話題（スポーツ、弁
当など）や社会問題（絶滅危惧種など）に
ついての実用的・具体的な文章の要点を
理解することができる。

◎ １００語前後の教科書の本文を、辞書
を使いながらゆっくりと読めば理解する
ことができる。発音に注意して正確に音
読することができる。

◎ 授業中の挨拶やクラスルームイング
リッシュを理解し、指示通りに動くことが
できる。

◎ 基本的な母音や子音の発音を意識し
て聞き、判別することができる。

◎ １００語前後の教科書の本文を５回程
度聞いて、重要な単語を聞き取り、大ま
かな内容を聞き取ることができる。

◎ 身近な話題についてALTが発音や語
彙に配慮しながら話せば、内容を理解す
ることができる。

◎ 話し手が話す内容が、どのように進行
していくか、要点を示す語句や文、つな
がりを示す語句に注意して聞くことができ
る。

◎ 抽象的な文章や人物の人生を描いた
伝記から具体的な情報を取り出すことが
できる。
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言語の背景にある文化を理解した上で、積極的に言語活動を行い、情報
や考えを的確に理解したり、事実や意見を論理展開や表現方法を工夫し
ながら適切に伝えたりすることができる。
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◎ 社会問題や研究など様々なトピックを
扱った文章を、複数の視点の相違点や
共通点を比較しながら読むことができ
る。

◎ 初見の文章でも、意味を理解し楽し
んで読み、書き手の意図を踏まえて音読
することができる。

◎ 日常的・社会的な話題について、自
分の力で文章の展開に注意しながら、必
要な情報を読み取り、要点や詳細を捉え
ることができる。

◎ 共通テストレベルの長文を時間内に
読み設問に答え、７割程度正答できる。

◎ 自然な速さの標準的な英語で話され
ていれば、ALTとの会話の要点を理解す
ることができる。

◎ ある程度情報量がある内容につい
て、自分の力で話の展開に注意しながら
必要な情報を聞き取り、要点や詳細を捉
えることができる。

◎ １００語前後の教科書の本文を、ディ
スコースマーカーに注意して内容を理解
することができる。

◎文と文、段落と段落のつながりに注意
し、 論理的な文章の展開を意識して、文
章全体の流れを把握することができる。

◎ 初見の教科書の本文を、文のまとまり
で区切って正確な発音で音読することが
できる。

◎ 書き手の意図を的確に捉えるため
に、細部まで読み込み、具体的な情報を
読み取ることができる。

◎ 教科書の本文を、自然な速さで正確
に音読しながら内容を理解することがで
きる。

◎ 相手に伝わりやすい文章となるよう
に、構成を工夫し、同じ事柄を多様な表
現で言い換え、複数の段落からなる英作
文を書くことができる。

３学年

　鞍手高等学校　　英語CAN-DO リスト （入学から卒業時の到達目標）

分野

到達レベルの目安（CEFR）

時期

学習到達目標

科目 「英語コミュニケーションⅠ」「論理・表現Ⅰ」 「コミュニケーション英語Ⅱ」「英語表現Ⅱ」 「コミュニケーション英語Ⅲ」「英語表現Ⅱ」
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 ≪卒業時の学習到達目標≫　日常生活や社会問題における幅広い話題についての内容を理解し、自信をもって自分の考えを英語で発信でき、英語話者とある程度流暢にやりとりができる。

言語の背景にある文化を理解した上で、積極的に言語活動を行い、話し
手や書き手の意向を理解したり、自分の考えを表現したりすることができ
る。

言語の背景にある文化を理解した上で、積極的に言語活動を行い、情報
や考えを的確に理解したり、適切に伝えたりすることができる。


